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1　図 ₂ に示す PrPSc は、図 ₁ に示す PrPc に比べて bシート構造が多い。

2　bシート構造の安定性は、並行するペプチド鎖間で形成されるジスルフィド 

（S︲S）結合によっている。

3　図 ₃ に示す PrP に点在するプロリンは、その環状構造により二次構造の形成と

その規則性に影響を与えている。

4　図 ₃ に示す PrP に多く存在するグリシンは、特定の二次構造からループ構造へ

の変化を妨げる要因となっている。

5　PrPc において GPI アンカーが結合するアミノ酸残基は、図 ₃ で ₁ 番目のメチ

オニンである。
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